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生涯学習推進懇話会資料（抜粋）
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富山大学地域連携推進機構生涯学習部門平成 26年度事業 
  ① 公開講座 幅広い年代の一般市民を対象に、多様なテーマで、数多くの講座を開催している。本学の教育・研究の成果を広く社会に開放するとともに、体系性のある独自のカリキュラムを開発・提供することにより、地域社会の文化水準の向上に資することを目指している。  ② オープン・クラス(公開授業)   各学部及び教養教育が開設している授業を一般市民にも公開している。高度な生涯学習に対する社会的要請に応えるとともに、学習機会を広く地域住民に提供し、本学と地域社会との連携を深めている。  ③ 高大連携   覚書に基づき、富山県立小杉高等学校の生徒を本学の正規授業へ受入れている。修了した生徒には高等学校から単位が認定されるなど地域の教育機関との連携を深めている。  ④ サテライト講座   富山駅前 CiC にて、一般市民を対象に８学部の教員がそれぞれ講師を担当し、年８回の無料講座を開催している。  ⑤ まちなかセミナー 北陸にある国立大学４校が連携して行っている。自大学の教員をコーディネーターとし、他大学の教員を講師に迎え、一般市民を対象としたセミナーを開催している。  ⑥ 生涯学習ワークショップ   あなたの学びをその先へ－「これからの学び」をワークショップでデザインする－   市民のニーズに応える新たな講座を企画することを目的としてワークショップを開催した。日ごろ生涯学習に取り組む市民を中心とした一般市民を対象に、市民参加型のスタイルで実施した。開催にあたり、富山県民生涯学習カレッジ、富山市市民学習センターからの支援を受けた。ワークショップの結果は、富山大学において次年度以降の事業に反映する。  ⑦その他 ・ 講師紹介・生涯学習相談   学外からの講演会・研修会等のための講師派遣依頼に応じて、本学教員の紹介をおこなっている。講師の選定とともに、企画段階でも学習（研修）プログラム作成に協力している。  ・地域との連携   富山大学と地域との連携を一層進めるため、各自治体を訪問しヒアリングを実施した。今後は、地域課題について相互理解を深め、協働して事業を企画・実施していく。  
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平成27年2月1日現在
開設年度 講座数 開設時間数 募集人員 延受講者数 修了者数
講座 時間 人 人 人平成元年 5 109 275 91 52
2 3 53 115 97 71
3 3 55 125 125 75
4 5 95 165 160 92
5 7 110 180 152 122
6 12 173 360 256 165
7 12 211 320 278 228
8 9 121 270 287 220
9 13 176.5 430 302 260
10 13 168.5 355 284 255
11 13 178 360 308 261
12 16 192 472 353 324
13 38 443.5 1,013 575 528
14 43 526.5 1,045 542 497
15 44 528.5 808 708 660
16 36 418 645 571 526
17 43 574.5 776 518 476
18 68 1,063 1,177 878 814
19 68 987 1,198 774 726
20 78 1,151.5 1,474 999 856
21 80 1,297 1,226 934 826
22 74 1,204.5 1,290 847 741
23 81 1,306 1,344 885 777
24 86（3） 1,425.5（37.5） 1,434（58） 1,003 895
25 74（3） 1,356（27） 1,112（36） 691 576
26 71（8） 1233.5（140.5） 1095（90） 645 438※実施中の講座あり
（ ）内は、中止講座の講座数、時間数、募集人員数
富山大学公開講座実施状況一覧
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平成26年度2月1日現在
◆教養講座 は後期分
男 女 計
1 とやま学－近世富山の史料を読む（前期） 深井　甚三 4/7～7/28 市民一般 13.5 13 9 2 11 8
2 身近に広がる美術の世界 隅　敦 4/15～8/5 市民一般 22.5 16 7 2 9 7
3 変体仮名を学んで、昔の書物に親しもう。 樋野　幸男 4/16～7/23 市民一般で、変体仮名を学びたい方。 12 15 5 2 7 7
4 MBA経営管理実践講座 上東　正和 4/23～7/9 社会人経験５年以上の企業にお勤めの方で、ある程度自社の経営について公開して討論できる方 30 5 中止
5 こころの中の意識と無意識 黒川　光流 4/26～7/26 市民一般 12 30 8 17 25 17
6 バルザック『あら皮』をフランス語で読む 中島　淑恵 5/8～7/31 初級から中級程度のフランス語の読解力をお持ちの市民の方 15 12 4 4 8 7
7 アンニョンハセヨ　韓国いろいろ語ろう(前期) 仲嶺　政光 5/9～8/7 市民一般 7.5 14 1 5 6 6
8 数と図形の楽しみ 濱名　正道 5/10～5/31 市民一般 6 15 中止
9 アンニョンハセヨで韓国を知ろう①(前期) 仲嶺　政光 5/10～8/9 市民一般 19.5 14 2 11 13 8
10 アンニョンハセヨで韓国を知ろう②(前期) 仲嶺　政光 5/12～8/4 市民一般 19.5 14 2 12 14 12
11 放射線と環境 近藤　隆 9/6～11/8 市民一般 12 20 5 1 6 5
12 ブラック企業から身を守れ！－労働法入門 竹地　潔 10/1～11/5 若手労働者 12 10 中止
13 アンニョンハセヨ　韓国いろいろ語ろう(後期) 仲嶺　政光 10/3～H27/2/20 市民一般 7.5 14 1 5 6 実施中
14 アンニョンハセヨで韓国を知ろう①(後期) 仲嶺　政光 10/4～H27/2/28 市民一般 19.5 14 1 7 8 実施中
15 アンニョンハセヨで韓国を知ろう②(後期) 仲嶺　政光 10/6～H27/2/23 市民一般 19.5 14 2 8 10 実施中
16 心の疑問に心理学はどう答えるか？ 黒川　光流 10/4～12/13 市民一般 12 30 4 16 20 17
17 とやま学－近世富山の史料を読む（後期） 深井　甚三 10/6～H27/1/19 市民一般 10.5 13 中止
18 プルースト『失われた時を求めて』をフランス語で読む 中島　淑恵 10/9～H27/1/8 初級から中級程度のフランス語の読解力をお持ちの市民の方 15 12 3 5 8 8
19 MBA経営管理実践講座 上東　正和 10/14～12/16 社会人経験５年以上の企業にお勤めの方で、ある程度自社の経営について公開して討論できる方 30 5 中止
295.5 280 54 97 151 102
◆語学講座
男 女 計
20 英語ディスカッションを通じたコンバセーションカフェ　＃５　（午後クラス） 仲嶺　政光 4/3～7/31
中級レベル以上の市民一般、（英語の新聞、雑誌、TVのニュース、インターネット等から積極的に情報を取り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。） 13.5 12 3 7 10 8
21 朝鮮半島の文字と語彙(入門) 和田　とも美上保　敏 4/16～7/9 市民一般 19.5 25 3 2 5 3
22 ロシア語（初級・中級）(前期) 中澤　敦夫 4/10～7/17 入門のロシア語を学んだ方 19.5 10 2 4 6 5
23 中国語講座（会話中心の中級クラス） 仲嶺　政光 4/12～8/2 市民一般 19.5 16 6 7 13 7
24 中国語さらなる一歩(会話中心の中国語準中級・中級クラス)(前期) 藤田　公仁子 4/14～7/28 市民一般 19.5 16 8 6 14 13
25 韓国語によるスピーチ(中級) 和田　とも美 4/15～7/29 市民一般 19.5 10 0 9 9 8
26 英語で料理を楽しもう！ 仲嶺　政光 4/16～7/30
中級レベル以上の市民一般、（英語の新聞、雑誌、TVのニュース、インターネット等から積極的に情報を取り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。）　更に、料理が得意な方で、料理やレシピについて英語で会話可能な方、そして料理を作っている映像／動画を持参できる方が対象です。受講に際しては、「講座内容」の注意事項を必ず読んでからご参加下さい。
10.5 12 0 3 3 3
27 中国語初級会話（前期） 仲嶺　政光 4/16～7/23 市民一般 19.5 16 8 8 16 13
28 中級フランス語７ 仲嶺　政光 4/26～7/26 前年度中級フランス語６を終了された方。または初級f程度のフランス語を学習された方。 19.5 25 4 11 15 13
29 入門フランス語フランス文化３ 仲嶺　政光 4/26～7/26 前年度入門フランス語フランス文化２を修了された方。はじめてフランス語を学習される方。フランス文化に関心のある方。 19.5 25 5 17 22 14
30 初級フランス語５ 仲嶺　政光 4/26～7/26 前年度初級フランス語４を修了された方。また一度フランス語を学習したものの中断されている方。 19.5 25 2 11 13 13
31 Cours de français (Niveau moyen) 中島　淑恵 5/13～7/15 中級程度のフランス語力をお持ちの市民の方。 15 12 1 9 10 9
32 アンニョンハセヨ　韓国語中級１ 仲嶺　政光 5/13～8/5 市民一般 19.5 14 4 9 13 12
33 アンニョンハセヨ　韓国語中級ステップアップ１ 仲嶺　政光 5/14～8/6 市民一般 19.5 14 1 6 7 6
34 レベルアップしよう！特別英語コンバセーションカフェ　＃５　～「幸福/Happiness」について～（日中クラス） 仲嶺　政光 8/20～9/4
中級レベル以上の市民一般。（英語の新聞、雑誌、TVのニュース、インターネット等から積極的に情報を取り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。） 9 12 1 5 6 6
35 中級フランス語８ 仲嶺　政光 9/27～H27/2/14 前期中級フランス語７を終了された方。または初級程度のフランス語を学習された方。 19.5 25 3 10 13 実施中
36 入門フランス語フランス文化４ 仲嶺　政光 9/27～H27/2/14 前期入門フランス語フランス文化３を修了された方。はじめてフランス語を学習される方。フランス文化に関心のある方。 19.5 25 3 21 24 実施中
37 初級フランス語６ 仲嶺　政光 9/27～H27/2/14 前期初級フランス語５を修了された方。また一度フランス語を学習したものの中断されている方。 19.5 25 3 11 14 実施中
38 中国語初級会話（後期） 仲嶺　政光 10/1～H27/1/14 市民一般 19.5 16 4 7 11 9
39 中国語講座（会話中心の中級クラス） 仲嶺　政光 10/4～H27/2/28 市民一般 19.5 16 6 3 9 実施中
40 中国語さらなる一歩(会話中心の中国語準中級・中級クラス)(後期) 藤田　公仁子 10/6～H27/2/9 市民一般 19.5 16 8 5 13 実施中
平成２６年度公開講座一覧
語学
修了者数開設期間
教養
ジャンル 講座名
計１９講座（教養講座）
受講者数
開設時間 募集定員 受講者数
開設時間 募集定員受講対象者実施責任者No. ジャンル 講座名
開設期間No.
備　　考
備　　考実施責任者 受講対象者 修了者数
－ 95 －
41 韓国語によるスピーチとディスカッション(上級) 和田　とも美 10/7～H27/1/27 市民一般 19.5 10 0 10 10 7
42 アンニョンハセヨ　韓国語中級２ 仲嶺　政光 10/7～H27/2/17 市民一般 19.5 14 4 9 13 実施中
43 アンニョンハセヨ　韓国語中級ステップアップ２ 仲嶺　政光 10/8～H27/2/25 市民一般 19.5 14 1 6 7 実施中
44 朝鮮半島のニュースを原語で読む(初級) 和田　とも美上保　敏 10/9～H27/1/22 市民一般 19.5 15 2 4 6 6
45 ロシア語（初級・中級）(後期) 中澤　敦夫 10/9～H27/1/29 入門のロシア語を学んだ方 19.5 10 3 4 7 6
46 短い言葉で気持ちを表現する英語講座＃４-ポエムやポスター表現に挑戦する-(日中クラス) 仲嶺　政光 10/10～H27/2/20 中級レベル以上の市民一般や大学性 12 10 0 6 6 実施中
47 Cours de français (Niveau moyen) 中島　淑恵 10/14～12/16 中級程度のフランス語力をお持ちの市民の方。 15 12 0 9 9 7
504 452 85 219 304 168
◆体験講座
男 女 計
48 家庭菜園入門 高橋　満彦 4/3～10/30 家庭菜園初心者 25 14 6 8 14 14
49 入門ピラティス　＃５　（日中クラス） 仲嶺　政光 4/10～7/24 健康に関心と興味を持っている市民一般 16 6 0 6 6 5
50 ドイツ歌曲を歌おう！（その１） 仲嶺　政光 4/26～8/2 市民一般 16 40 6 16 22 20
51 聴き手を動かす画期的なプレゼンテーションに挑戦してみよう！ 高井　正三 5/8～5/27 実務で画期的なプレゼンテーションを必要とされている専門職の方 20 8 中止
52 ワープロ＆表計算ソフトの基礎－Windows7でWord&Excel2013を利用してみよう－（前期） 上木　佐季子 6/2～7/1 これからワープロ・表計算ソフトを使ってみたいと思っている方 20 15 3 1 4 1
53 jQueryを使ってJavaScriptプログラミングを楽しもう！ 高井　正三 6/5～6/20 実務でjQueryによるコンテンツ作成技術を必要とされている専門職の方 20 14 中止
54 平成26年度ムーブメント遊びを通して学ぶソーシャルスキル教室 阿部　美穂子 6/15～12/7 年長～小学校２年生までの子どもと保護者 12 12 0 12 12 11
55 ゴルフ（初級者）コース 佐伯　聡史 8/7～8/29 市民一般 15 20 2 3 5 5
56 入門ピラティス　＃５　（夜のクラス） 仲嶺　政光 8/20～9/4 健康に関心と興味を持っている市民一般 12 6 0 6 6 6
57 iPadで広がるあなたのITライフ 上山　輝 8/29～9/20 市民一般（パソコン初級者） 11 15 2 3 5 5
58 塑造人体ヌード制作 後藤　敏伸 4/16～7/30 市民一般 30 12 8 7 15 13
59 漆と親しむー　漆でつくるアクセサリ－ 林　暁 4/22～6/6 市民一般 24 15 2 10 12 12
60 高齢者のための屋外家具の設計・制作 堀江　秀夫 6/3～6/29 60歳以上の高齢者 20 6 3 2 5 5
61 精密鋳造技法で作る小物 清水　克朗 8/3～9/7 高校生以上 28 7 4 4 8 8
62 コンピュータで学ぶ化学・生物-Rubyによるプログラミング実習- 梅嵜　雅人 4/19～5/31 市民一般 15 10 2 0 0 1
63 楽しい薬用植物の育て方・殖やし方　中級編 黒崎　文也 4/19～10/25 植物の栽培に興味のある方 12 15 6 9 15 12
64 ドイツ歌曲を歌おう！（その２） 仲嶺　政光 9/27～H27/2/7 市民一般 16 40 6 15 21 実施中
65 家庭で楽しみながら伝える、日本の文化「和菓子」 藤田　公仁子 10/5～11/30 市民一般 12 20 2 13 15 15
66 ワープロ＆表計算ソフトの基礎－Windows7でWord&Excel2013を利用してみよう－（後期） 上木　佐季子 10/7～12/9 これからワープロ・表計算ソフトを使ってみたいと思っている方 20 15 3 2 5 4
67 ヨーロッパ食-過去と現在の文化の中で- 徳橋　曜 10/9～11/20 市民一般 15 16 0 5 5 5
68 デジタル時代の自叙伝，回想録，写真集などの作り方，保存の仕方，楽しみ方 高井　正三 10/15～11/19 デジタル化して生涯の記録を，自叙伝，回想録，写真集で残したい市民の方で，デジタル技術に興味を持ち，かつ楽しみたい方 15 6 2 1 3 2
69 小学校図画工作科：ものづくりの楽しみ 隅　敦 11/13～12/18 小学校の教員または、小学生のものづくりに興味のある方 12 20 中止
70 テラコッタ頭像制作 後藤　敏伸 10/3～11/28 市民一般 18 15 6 5 11 11
71 テンペラ画 安達 博文 10/20～11/27 一般社会人 30 16 3 10 13 13
434 363 66 138 202 168
男 女 計
７１講座 1,233.5 1,095 205 454 657 438
修了者数
修了者数
語学
ジャンル
計２４講座（体験講座）
総　計
講座名
体験
No.
計２８講座（語学講座）
実施責任者 受講者数募集定員開設期間 受講対象者 開設時間
講座数 開設時間 募集定員 受講者数
備　　考
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●アンケートの結果から
・公開講座の受講者の性別をみると、女性の割合が65％と高くなっている。
・受講者の年齢を見ると、60代以上・50代以下がほぼ半々の割合になっている。
・受講者の居住地で多い順にみると、富山市（176人）、高岡市（40人）、射水市（26人）、滑川市（10人）、などとなっている。
・受講者の職業をみると、フルタイム・パート労働に就いている人が約半数に及んでいる。
・受講生はリピーターが多く、「初めて受講」が27％にとどまっており、ＰＲに課題を残している。
・公開講座を知ったきっかけをみると、大学からの郵便物が最も多く、次いでWebサイト、知人を通じて、の順になってい
る。
・公開講座受講の効果についてみると、「リフレッシュの機会になった」「知り合いが増えた」「複数で学んだ方が効果的」の
順に多い。
・公開講座の開講日・時間についての要望をみると、「平日午後」が最も多く、これに「平日夜間」「土曜日」が続いている。
●自由記述から（抜粋）
・開かれた大学・社会に貢献する大学を大いにアピールしてください。
・公開講座の内容を、もっと広く市民に周知した方が良い。
・メンバーがあまり変わらないので、もっと新しい人にたくさん良さを知ってもらいたいです。宣伝をもっとしてください。
・レベル別に分かれたクラスがあればいいと思う。
・少人数のクラスでとても良かったです。 またチャンスがあれば参加してみたいです。
・興味のある講座が、昼間に仕事を持っていると選ぶことができずに残念に思うことがあります。
・毎回の宿題に追われましたが、とても楽しかったです。 刺激を受けました。 もっともっと成長したいと思うのでこれから
も続けたいと思っています。
・先生はとても親しみやすく楽しく授業を受けることができました。 他の受講生の方々からたくさんの刺激を受け充実した
時間を過ごせました。 ありがとうございました。
・とても良い刺激になりました。 語学を勉強することは、違った文化を知ることと改めて思いました。
・楽しかった。 語学以外の韓国文化なども知れてよかった。
・こんな講座ならどれだけでも受講したいと思います。（毎日の気ぜわしい生活の一服の清涼剤となりますよ!）
・仕事の後のリフレッシュになっています。
・成長できる機会を与えてくださりありがとうございます。 これからもぜひ続けて下さい。
・1講座120分が90分になり残念です。 ぜひ120分にして下さい。回数も減ってしまい、ぜひ元通り半期15回にもどして下さ
い。
・とてもとても楽しかったです。いろんなデザイナー一人一人にクローズアップして、もっと深く勉強してみたいと思いまし
た。
・参考文献をいろいろ教えて欲しい。予習、復習になってとっても楽しかった。疑問がいろいろ有るが、それらがいつすっき
りするのか、次回からがまたとても楽しみです。
・午前の部はできれば、10:00～11:30の時間帯にして頂けると午後からの用事に行きやすいです。
・講座が終了した後でも、講師に質問がある場合にメアドで意見交換できる道筋があればいいと思う。
・ときには講師の先生と一緒に食事をしながらお話を聞く機会があればと思う。 おいしい料理と講義ありがとうございまし
た。
・アットホームで毎回楽しく受講させていただきました。 先生、大変お世話になりました。 沢山勉強になる事がありまし
た。 これからそれを生かし、使いこなしたいと思います。 大学院生のお兄さん、お姉さんありがとうございました。 これか
らシニア、初心者を対象にした講座がもっとあれば嬉しいです。
・越人と富山の話を聞ける講座があるとうれしい!!
・少人数で、細かいところがよくわかりました。 講義だけではなく、実習が入ることで楽しく受講することができ、自分の知
識、料理の幅が広がったように思います。ありがとうございました。
・可能であれば駅前CiCなどでも講座があればもっと良いと思います。
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○学部別オープン・クラス（公開授業）受講者数の年度別推移
前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計49 38 87 47 31 78 39 24 63 30 32 6242 55 97 47 62 109 57 48 105 48 45 9318 10 28 19 17 36 21 14 35 20 11 3111 13 24 11 7 18 11 15 26 20 15 358 13 21 6 6 12 9 10 19 14 11 255 6 11 4 2 6 1 0 1 3 5 825 13 38 35 35 20 11 31 8 813 6 19 4 8 12 7 9 16 10 9 190 1 1 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 30 0 0 0 0 0 0 0171 155 326 173 133 308 165 131 296 155 129 284＊1北陸銀行との連携による寄附講義（企業等からの講師派遣による講義）。H25後学期については、インテックとの連携による寄付講義。
○学部別オープン・クラス（公開授業）公開科目数の年度別推移
前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計72 55 127 67 52 119 49 54 103 65 49 11469 73 142 64 79 143 60 69 129 63 61 12461 69 130 63 61 124 55 64 119 54 60 11444 32 76 44 29 73 18 35 53 49 38 8771 68 139 73 67 140 75 63 138 76 61 137121 86 207 93 88 181 90 92 182 87 87 1742 2 4 1 1 1 1 2 1 142 33 75 34 25 59 27 19 46 30 24 547 7 14 6 10 16 2 2 4 4 43 3 6 3 3 6 2 2 4 2 4 62 0 2 1 1 2 0 0494 428 922 449 415 864 379 401 780 427 388 815＊1北陸銀行との連携による寄附講義（企業等からの講師派遣による講義）。H25後学期については、インテックとの連携による寄付講義。
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学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者数 受講者小計1 教養 6 日本の歴史と社会 熊谷　隆之 22 教養 7 東洋の歴史と社会 澤田　稔 13 教養 10 日本文学 二村　文人 34 教養 16 現代社会論 竹村　卓 25 教養 19 現代社会論 橋本　勝 26 教養 20 国家と市民 秋葉　悦子 27 教養 22 経済生活と法 志津田　一彦 18 教養 29 地域の経済と社会・文化 大西　宏治 29 教養 31 地球と環境 渡邊　了 110 教養 34 生命の世界 唐原　一郎 111 教養 35 生命の世界 蒲池　浩之 112 教養 44 技術の世界  大路　貴久伊藤　弘昭 113 教養 48 英語Ｂ（3） 湯川　純幸 314 教養 49 ドイツ語Ｂ（3） 宮内　伸子 115 教養 50 ドイツ語Ｂ（3） ウォルフガング　ツォウベク 116 教養 52 ラテン語Ｂ（3） 松﨑　一平 117 教養 58 生命の世界 川原　茂敬 118 教養 63 音楽 大谷　多賀子 119 教養 64 フランス語Ｂ（3） 近藤 壽良 220 教養 65 中国語Ｂ（3） 応　広建 1 3021 人文 1 哲学概論 永井　龍男 122 人文 8 東洋思想史   鈴木　信昭末岡　宏田畑　真美 423 人文 11 人間学演習Ⅰ 田畑　真美 324 人文 14 心理学概論Ⅱ   喜田　裕子黒川　光流坪見　博之 125 人文 16 日本史特殊講義 鈴木　景二 226 人文 17 日本史概説Ⅱ 熊谷　隆之 327 人文 18 古文書学実習 熊谷　隆之 328 人文 22 西洋史講読 漆間　真由美 329 人文 23 考古学概論 次山　淳 230 人文 24 社会文化特殊講義 伊藤　智樹 131 人文 26 国際関係論（政治学） 竹村　卓 132 人文 29 日本文化講読 立川　健治 233 人文 33 外国語演習（ロシア語）  吉田　俊則青木　恭子 134 人文 39 英米言語文化講読Ⅰ 大工原　ちなみ 135 人文 40 英米言語文化演習Ⅱ 大工原　ちなみ 136 人文 42 英米言語文化演習Ⅱ 恒川　正巳 137 人文 43 英米言語文化演習Ⅱ 奥村　譲 138 人文 46 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（１） ヴォルフガング　ツォウベク 339 人文 48 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（２） ヴォルフガング　ツォウベク 240 人文 49 ドイツ語コミュニケーション（作文）初級 ヴォルフガング　ツォウベク 141 人文 50 ドイツ語コミュニケーション（作文）中級 ヴォルフガング　ツォウベク 142 人文 52 ロシア言語文化演習Ⅱ 中澤　敦夫 343 人文 56 実践ロシア語演習Ⅰ カザケーヴィチ　ヴェチェスラフ 144 人文 58 実践ロシア語演習Ⅲ カザケーヴィチ　ヴェチェスラフ 145 人文 59 ロシア言語文化特殊講義Ⅱ カザケーヴィチ　ヴェチェスラフ 246 人文 61 生涯学習概論 藤田　公仁子 147 人文 62 博物館情報・メディア論 黒田　卓 148 人文 63 視聴覚教育メディア論 黒田　卓 1 4849 人間 9 コミュニティ心理学 下田　芳幸 250 人間 13 知的障害児の教育Ⅱ 阿部　美穂子 151 人間 15 児童福祉論 西館　有沙 152 人間 18 臨床発達心理学 小林　真 153 人間 22 メンタルマネジメント 福島　洋樹 154 人間 25 都市減災論 椚座　圭太郎 155 人間 28 比較地域論 山根　拓 1
平成26年度　前学期　オープン・クラス受講科目別集計
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学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者数 受講者小計56 人間 29 全地球史 椚座　圭太郎 157 人間 38 住環境論 秋月　有紀 158 人間 39 栄養学 藤本　孝子 259 人間 40 国際政治学 池田　丈佑 360 人間 41 家族関係学 神川　康子 461 人間 45 ヨーロッパ地域史論 徳橋　曜 1 2062 経済 4 特殊講義 Macroeconomics モヴシュク　オレクサンダー 163 経済 6 地方財政論 中村　和之 164 経済 7 財務会計論 鈴木　基史 165 経済 13 外国書講読Ⅰ 若林　丈靖 266 経済 18 中国経済論 今村　弘子 267 経済 24 現代経済入門 小柳津　英知 168 経済 29 入門法学ⅠB 橋口　賢一 169 経済 30 政治経済学 星野　富一 170 経済 32 現代資本主義論 小倉　利丸 271 経済 34 管理会計論 森口　毅彦 172 経済 35 外国書講読Ⅰ 新里　泰孝 273 経済 42 財産法Ⅰ 香川　崇 374 経済 45 経済学入門 大坂　洋 175 経済 49 労働法 竹地　潔 1 2076 理 15 代数学特論A 木村　　巌 177 理 28 核・素粒子物理学Ｂ 栗本　猛 278 理 53 地球科学概論Ⅰ   松浦　知徳楠本　成寿石﨑　泰男 179 理 54 鉱物学 清水　正明 180 理 55 気象学概論  青木　一真安永　数明 281 理 57 層序学 柏木　健司 182 理 58 地殻物理学 楠本　成寿 183 理 61 列島地質 大藤　茂 284 理 66 海洋底物理学 楠本　成寿 185 理 72 環境微生物学  中村　省吾田中　大祐 2 1486 工 17 電気回路基礎 小川　晃一 187 工 33 プログラミングⅠ 高松　衛 188 工 57 生化学Ⅰ 黒澤　信幸 1 389 大学院 1 新時代の成長戦略と企業価値創造 鈴木　基史 8 8143合　　　　計
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学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者数 受講者小計1 教養 1 現代社会論 伊藤　智樹 12 教養 4 コロキアム（世界の映画） 末岡　宏 13 教養 7 コロキアム（競馬学） 立川　健治 14 教養 9 ラテン語Ｂ（4） 松﨑　一平 15 教養 12 西洋の歴史と社会 入江　幸二 56 教養 20 地域の経済と社会・文化 山根　拓 17 教養 23 言語と文化 宮城　信 28 教養 24 西洋の歴史と社会 大西　吉之 19 教養 27 経営資源のとらえ方 内田　康郎 310 教養 28 日本国憲法 伊藤　嘉規 111 教養 29 市民生活と法 福井　修 512 教養 30 日本国憲法 栗田　佳泰 113 教養 35 地球と環境 石﨑　泰男 414 教養 45 現代社会論 橋本　勝 115 教養 46 市民生活と法 木原　淳 116 教養 47 化学物質の世界 會澤　宣一 3 3217 人文 3 西洋思想史 永井　龍男 118 人文 7 人間学演習Ⅰ 松﨑　一平 119 人文 8 宗教思想 松﨑　一平 420 人文 9 人間学演習Ⅰ 田畑　真美 321 人文 14 言語学概論Ⅰ 安藤　智子 222 人文 15 心理学概論Ⅰ   喜田　裕子黒川　光流坪見　博之 123 人文 17 日本史概説Ⅰ 鈴木　景二 224 人文 18 日本史基礎演習 鈴木　景二 125 人文 19 日本史特殊講義 熊谷　隆之 326 人文 20 古文書学実習 熊谷　隆之 227 人文 22 西洋史概説Ⅰ 入江　幸二 128 人文 28 国際文化概論    吉田　俊則鈴木　信昭齊藤　大紀青木　恭子 129 人文 29 日本文化特殊講義 立川　健治 130 人文 33 日本文学特殊講義 呉羽　長 131 人文 34  日本文学特殊講義（万葉集） 坂本　信幸　他 132 人文 35 朝鮮学入門   鈴木 信昭和田　とも美上保　敏 233 人文 39 英米言語文化演習Ⅱ 大工原　ちなみ 234 人文 40 英語学講読Ⅰ 奥村　譲 135 人文 41 英米言語文化演習Ⅱ 奥村　譲 236 人文 43 英米言語文化演習Ⅱ 恒川　正巳 237 人文 47 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（１） ヴォルフガング ツォウベク 338 人文 51 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（２） ヴォルフガング ツォウベク 139 人文 53 フランス言語文化特殊講義 村井　文夫 140 人文 55 ロシア言語文化演習Ⅱ 中澤　敦夫 341 人文 57 実践ロシア語演習Ⅰ カザケーヴィチ ヴェチェスラフ 142 人文 61 ロシア言語文化特殊講義 カザケーヴィチ ヴェチェスラフ 2 4543 人間 1 心理学研究法 村上　宣寛 144 人間 11 地域交流活動論 隅　敦 145 人間 22 保育者論 若山　育代 146 人間 25 地域と健康 布村　忠弘 247 人間 41 ホームマネージメント 神川　康子 248 人間 43 カラーコーディネート論 秋月　有紀 249 人間 48 人間安全保障論 池田　丈佑 150 人間 49 気候環境論 田上　善夫 1 1151 経済 4 貿易論 岸本　壽生 252 経済 6 国際経済学 垣田　直樹 153 経済 9 景気循環論 星野　富一 354 経済 13 債権法Ⅱ(各論) 橋口 賢一 155 経済 16 金融論Ⅱ 山田　潤司 1
平成26年度　後学期　オープン・クラス受講科目別集計
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学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者数 受講者小計56 経済 18 外国書講読Ⅱ 金　奉吉 257 経済 19 経営組織論 清家　彰敏 158 経済 20 環境経済学 龍　世祥 159 経済 25 証券市場論 本間　哲志 260 経済 34 法学入門  伊藤　嘉規森嶋　秀紀 1 1561 理 15 関数解析学 濱名　正道 162 理 26 物性物理学Ａ 池本　弘之 163 理 49 一般地質学 大藤　茂 264 理 50 地球内部物理学 渡邊　了 265 理 52 岩石学 石﨑　泰男 366 理 53 雲物理学 青木　一真 2 1167 工 11 電気エネルギー工学２ 伊藤　弘昭 168 工 14 電磁気学１ 中 茂樹 169 工 65 英語コミュニケーション キタノ　アスカ 3 5119合　　　　計
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●アンケート自由記述の結果から（抜粋）
・退職し、これからは自分の学びたいことのみに取り組めるよい機会でした。若い人たちの中で、ちょっとウキウキしながら、た
いへん楽しく貴重な時間を過ごすことができ、感謝です。
・大変お世話になりました。難しい内容もございましたが、とても意義ある内容でした。不思議なもので、大学時代には，到底思
いもつかない、そして、その時代では興味も持てないようなこと等、この歳になって、初めて“学ぶ”ことの大切さを思いました。お
そらく、いまのお若い方でもいつかそういった思いをすることもあろうと存じます。“今”の大切さを知る時は、過ぎ去ってから…か
もしれません。遅ればせながら、そして、お恥ずかしい姿をお見せしながら年よりが頑張っております。そういう機会を与えて頂
けたことに心より感謝いたします。ありがとうございました。
・他にも学びたい講座（授業）がオープンクラスになっていないのが残念です。オープンクラスのことをより多くの人達に知っても
らえたらと思います。
・留学を志す学生の多さに驚くとともに、富山大学生の力強さを感じました。Toeic ToeFL関連を含め、一般教養関係の英語科目
のオープンクラス化を希望します。段々、受講対象・範囲が狭められて来ています。
・「富大生と一緒に学べます」のキャッチフレーズ（募集要項、表紙）が泣きます。というのも，オープンクラスの生徒は他の人の
発表の注釈を開くのみで自分の担当箇所・発表箇所がありません。全回予習していましたが自分の解釈の正否を、他の生徒の
発表と先生の講義で確認するのみで何かもの足りないのがありました。
・学生さんと共に学べて若返った気分になれました。大学２年生さんの学習状況が分かり楽しかったです。自分はフランス語の
学習歴が長い（20年位？）ですが、先生の授業は文法のポイントを良くおさえて教えて下さるので、とてもためになりました。
・ボランティアなど何かお返しできれば良いのですが。
・毎回、楽しく（むずかしかったですが）受講しました。
・実習系の講座についても一部公開にして頂けると良いと思いました。
・オープン・クラス用の部屋があったので、便利で使いやすかった。
・質問ができれば、大変ありがたいと思っております。メールでの応答が可能ならばよろしいのですが、如何でしょうか？希望し
ます。講義は一方通行になりがちです。
・本講座のオープン・クラス受講者が少ない（小生のみ？）しっかりPRして参加者が多くなるように工夫されたい。
・先生の講座は、富山市民大学でも受講しています。とても楽しく、有意義です。有難うございました。
・教授は分かりやすく、おもしろく、楽しく学ばせていただき、本当にありがとうございました。安い授業料で立派な先生に教えて
いただき、感謝しています。私の人生のライフスタイルとして、続けていきたいと思います。
・学ぶ意欲を増長させて貰っています。ある程度の負荷（宿題、レポート提出等）があっても良いのではないか。
・このような機会を与えてくださりとても感謝しております。興味のあることに少しでもふれることができ、悪戦苦闘しながらも、授
業が楽しみでした。また、受講料につきましても、良心的な設定で受講させていただけましたこと、対応して下さったスタッフの皆
様方も大変感じよく、ありがとうございます。
・自分の求めているものには、さらに次のステップがあると感じました。そこで、要望なのですが、オープン・クラスを修士課程に
拡大していただけたらとてもありがたく存じます。
●教員アンケートから（抜粋）
・熱心な方に受講していただきありがたく存じます。今後も積極的に行っていただきたい。
・原則としては、（ＯＣを）推進すること大学の社会的責任だと思います。
・毎年回答していることですが、学生にとっても刺激になり、学習の進展にとってもよい形態だと思います。
・私の授業の場合は、オープンクラス生も普通の学生（大半は１年生）に混じって、小グループ（＝チーム）に入り、授業中のグ
ループディスカッションや全体での討議、チームとしての授業外学習に加わる形式のため、異なる年齢層や社会経験を持つ
オープンクラス生は一般学生に大きな刺激を与える貴重な存在である。
・学生にとってクラスの中に社会人がいることはよい刺激なるのと思います。特に、私の受講生の場合、座席の最前列で熱心に
受講していましたので、周囲の学生によい見本となったようです。
・現役学生にとっても良い影響があると思います。教員にも良い緊張感が生まれます。
・（ＯＣは）とてもいいことだと思います。国立大学として、富山県民の生涯教育に貢献していくべきだと思いますし、学生にとって
もいい刺激になると思います。
・もっとたくさんの一般の方々に受講していただければと思います。
・社会人の方ということで、それほど抵抗感はございません。
・高齢化が進む中、生涯学習のニーズはますます増加すると思われますので富山大としてもそれに答える施策が必要と考えま
す。
・地域社会に貢献するために、オープンクラスは、教員の手間があまりかからず貢献度も高いと思うので、積極的に行うべきだ
と思います。
・大学院における生涯学習支援プログラムを考えてはどうでしょう。
・私が知らないだけかもしれませんが、学外への広報をもう少し活発にしてもよいのではないかと考えます。例えば、私の知る
限りですが、「広報とやま」で大学からの案内を見たことがあまりありません。単に学内に掲示するのみならず、市役所や県庁
のロビーにポスターを貼ったり、パンフレットを増やしておいたり、既にされているとは思いますが、拡充されてはどうかと考えま
す。
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          生涯学習部門のサロンがオープンしました！ 休憩・ご飲食場所としてお使いください。              
 
 
 
 
 
 
               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生涯学習相談会を開催！  
生涯学習部門専任教員が担当します。受講相談、 お困りごとをお話しください。 
 開催日は、 
月～木曜日 15：00～16：00 です。 
＊開催日の詳細はサロンの利用時間カレンダーをご覧 ください。 
 ＊都合により急きょお休みさせていただく場合があります。  お休みの場合は、サロンの掲示でお知らせします。 
●利用時間  
 
 
 
 
 
 
 
 
    ＊詳細はサロンの利用時間カレンダーをご確認ください。 
 ●場所  富山大学五福キャンパス 生涯学習部門（共通教育棟 B棟）２階  地図は裏面へ⇒ 
授業期間中(4-7月、10-1月)  ・公開講座のある日 ８：３０～講座終了２０分後  ・公開講座のない日 ８：３０～１６：３０  ・土・日曜日 講座開始２０分前～講座終了２０分後 
授業期間外(8-9月、2-3月)  ・公開講座のある日 講座開始２０分前～講座終了２０分後  ・その他、相談会を実施する時間 
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●オープンサロン地図   
  五福キャンパス 生涯学習部門(共通教育棟 B棟) ２階 
                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【お問合せ先】 富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 
(社会貢献課地域連携チーム) 
 
TEL:076-445-6956  FAX:076-445-6033 
Mail:lifelong@ctg.u-toyama.ac.jp 
HP: http://www.life.u-toyama.ac.jp/ 
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富山大学と富山県立小杉高等学校との高大連携事業 
 １、概要 本学と小杉高等学校との高大連携事業の一環として、「富山大学と小杉高等学校との高大連携事業に関する覚書」に基づき、教養教育科目のうちオープン・クラスとして開講している授業に小杉高等学校からの生徒を受け入れている。  修了した生徒には、小杉高校から卒業単位１単位が認定される。  
 ２、平成２６年度受講状況  (１)開講曜日・時間：前学期 月曜日・５限 
  (２)受講科目・受講者数 
  科目名 担当教員 受講者数 修了者数 
1 美術 三宮千佳（芸術文化学部） 10 10 
2 国家と市民 八百章嘉（経済学部） 2 2 
3 市民生活と法 香川崇（経済学部） 1 1 
4 物理の世界 西村克彦（工学部） 3 3 
5 西洋の歴史と社会 漆間真由美（非常勤講師） 3 3 
6 外国文学 吉田泉（非常勤講師） 2 2 
合計 21 21 
 過去修了者数 ・２１年度  ６科目 １１名     ・２２年度  ４科目  ８名   ・２３年度  ６科目 １２名   ・２４年度  ２科目  ４名     ・２５年度  ３科目 １４名 
 ３、事後研修・発表会 日   時：平成２６年 ９月 ５（金）１６時～ 場   所：小杉高等学校会議室 プログラム：１６：００～１６：０５ 開会の挨拶（米谷校長）       １６：０５～１７：００ 発表（富山大学受講生徒）       １７：００～１７：１０ 講評（富山大学藤田生涯学習副部門長）       １７：１０～１７：１５ 修了証授与       １７：１５～１７：２０ 閉会の挨拶（蒲田副校長）       １７：２０ 終了・事務連絡 
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小杉高校スプリングセミナー 
 ■趣旨：進学希望の生徒を対象に、大学の授業を受けることで意欲向上に     つなげること。 
 ■日時：平成 27年 3月 18日（水）11時～12時半 
 ■会場：富山県立小杉高等学校 
 ■講師：以下の２名   ○山崎 裕治 先生（理学部生物学科准教授）   ○竹地 潔 先生（経済学部経営法学科教授） 
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回 実　施　日 所属 講　師 タ　イ　ト　ル 参加人数
1 5月24日(土) 芸術文化学部 辻合　秀一 ３Ｄスキャンの世界 120
2 6月21日(土) 大学院医学薬学研究部(医学) 戸邉　一之 長生きの秘訣―身近にできるメタボ・糖尿病対策 162
3 7月26日(土) 大学院理工学研究部(理学) 上田　晃 地熱を使って、富山の夏を涼しく、冬を暖かく 71
4 8月30日(土) 大学院理工学研究部(工学) 田端　俊英 学習・記憶の脳メカニズム 141
5 10月4日(土) 経済学部 内田　康郎 成長する企業の戦略と課題 60
6 11月29日(土) 人文学部 藤田　秀樹 「ニュー・ハリウッド」の幕開け－アメリカ映画『卒業』（1967）を批評的に見る 59
7 12月20日(土) 人間発達科学部 長谷川　春生 ケータイやインターネットにかかわるトラブルとその解決法は？－子どもたちの間で今起こっていることから考える－ 53
8 2月7日(金) 大学院医学薬学研究部(薬学) 藤　秀人 体内時計を利用した治療（時間治療）について～体内時計の異常による病気の発症から薬物治療まで～ 118
受講者数合計 784
平均受講者数 98.0
平成２６年度サテライト講座実施結果
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䕺᪂⪺䜢ㄞ䜣䛷䛔䜛䛰䛡䛷䛿ศ䛛䜙䛺䛔♫఍䛾⌧≧䜢ᑡ䛧䛷䜒▱䜚ᚓ䛯䜙䛸ᛮ䛳䛶ཧ䜚䜎䛧䛯䚹
䕺䝇䝷䜲䝗㈨ᩱ䛿䜒䛖ᑡ䛧୍⯡ྥ䛡䛻ศ䛛䜚䜔䛩䛔᪉䛜䛔䛔䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹
䕺Ꮫ⏕ᙜ᫬䛿Ꮫ䜆䛣䛸䜢䛚䜝䛭䛛䛻䛧䛶䛔䜎䛧䛯䛜䚸ᶵ఍䛜୚䛘䜙䜜䜛䛣䛸䛻ឤㅰ䛧䜎䛩䚹
䚷௒ᚋ䜒⯆࿡䛒䜛䝔䞊䝬䛻䛿ཧຍ䛥䛫䛶㡬䛝䛯䛔䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹䛒䜚䛜䛸䛖䛤䛦䛔䜎䛩䚹
䕺䜒䛳䛸⥆䛡䛶䜋䛧䛔䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹䛔䛔ヰ䛜⪺䛡䛶䜘䛛䛳䛯䛷䛩䚹
䕺⌧ᅾᐇ᪋䛥䜜䛶䛔䜛ᙧ䛷Ⰻ䛔䛾䛷䛿䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹◳㌾ྲྀ䜚䜎䛬䚸䛒䜙䜖䜛䝆䝱䞁䝹䜢⥙⨶
䚷䛥䜜䜜䜀䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹ཷㅮ⪅䛿䛭䜜䛮䜜䛻⯆࿡䛾ᾛ䛟䜒䛾䛰䛡䜢㑅ᢥ䛩䜛䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹
䕺㉁ၥ᫬㛫䛿䜒䛳䛸ྲྀ䛳䛶ḧ䛧䛔䚹
䕺⊂Ꮫ䛾༴㝤ᛶ䚸⏕㌟䛾ᖌ䛻ᖌ஦䛩䜛஦䛾Ⰻ䛥䜢ᨵ䜑䛶ឤ䛨䛯䚹
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平成２６年度 北陸４大学連携まちなかセミナー実施状況 
 （富山大学） 
日  時 平成２６年１０月１８日（土）１４：００～１７：００  
会  場 富山駅前ＣｉＣビル５階 いきいきＫＡＮ多目的ホール （富山市新富町 1-2-3） 
テ ー マ 薬物依存・薬物乱用の怖さ 
講  演  
①「覚醒剤依存の研究・最前線」  新田 淳美（富山大学大学院医学薬学研究部（薬学）教授）  ②「薬物依存の実際・そして回復をいかに支援するか」  大森 晶夫（福井大学非常勤講師／福井県立大学看護福祉学部教授） ③「気をつけよう、お酒の飲み過ぎと睡眠薬の使い過ぎ」  戸田 重誠（金沢大学附属病院 講師） 
コーディネーター 新田 淳美（富山大学大学院医学薬学研究部（薬学）教授） 
受講者数  ６８名（講師・関係者含む）：（昨年度１３７名） 
 （福井大学） 
日  時 平成２６年１１月８日（土）１４：００～１６：３０ 
会  場 福井大学アカデミーホール （福井市文京 3-9-1） 
テ ー マ 伝統医学を支える身近な和漢生薬 
講  演 
①「身近な和漢薬の勧め」  小松 かつ子（富山大学和漢医薬学総合研究所 教授）  ②「薬草に親しむ：身近な薬用植物」  佐々木 陽平（金沢大学医薬保健研究域薬学系 准教授） 
コーディネーター 藤井 豊（福井大学医学部医学科 教授） 
受講者数 ６６名（講師・関係者含む）：（昨年度 ６９名） 
－ 115 －
（金沢大学） 
日  時 平成２６年１１月２９日（土）１４：００～１６：３０ 
会  場 金沢大学サテライト・プラザ （金沢市西町３番丁１６番地 金沢市西町教育研修館内） 
テ ー マ 地域づくりの担い手育て 
講  演 
①「まちなか研究室を起爆剤にした大学生によるまちづくり」  大西 宏治（ 富山大学人文学部 准教授 ）  ②「学生と地域の協働によるまちづくり」  浅野 秀重（ 金沢大学地域連携推進センター 教授 ）  ③「LED 和ろうそく：リーダー育成、地域貢献、灯り文化発信のツール」 明石 行生（ 福井大学大学院工学研究科 教授 ）  
コーディネーター 横山 壽一（ 金沢大学地域連携推進センター長 ） 
受講者数 ２１名（講師・関係者含む）：（昨年度４７名） 
 （北陸先端科学技術大学院大学） 
日  時 平成２６年１１月３０日（日）１４：００～１６：３０ 
会  場 サイエンスヒルズこまつ ひととものづくり科学館 （小松市こまつの杜２番地） 
テ ー マ 健康を支える生活と豊かな地域づくり 
講    演 
 ①「健康な暮らしと地域での支えあい」  鏡森 定信（富山大学 名誉教授）  ②「日常生活に生かす伝統医学―体質理論の活用―」  許 鳳浩（金沢大学大学院 医薬保健学総合研究科  臨床研究開発補完代替医療学講座 客員准教授）  
コーディネーター 中森 義輝（北陸先端科学技術大学院大学 知識科学研究科 教授） 
受講者数 ２８名（講師・関係者含む）：（昨年度２４名） 
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Ｈ26まちなかセミナー(富山会場)受講生アンケート集計
　10代以下　 　20代　 　30代　 　40代　 　50代　 　60代　 　70代以上 無回答
男 2 3 8 15
女 1 1 1 2 5 14 1
性別不明 1 2 3
富山県 福井県 石川県 無回答
57 1 1
無回答
チラシ ポスター 新聞 テレビ 学校 職場 知人・友人
①受講のきっかけ 37 3 6 1 1 2 6
（複数回答あり） 大学HP Facebook その他
7 0 8
②チラシ・ポスター DM ＣＩＣ 図書館 サテライト講座 大学
その他
文化施設 職場 覚えていない
を見た場所 13 6 1 9 1 5 1 5
③参加した目的
（複数回答あり） 無回答
そう思う 少しそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
43 14 1 1
40 18 1
45 12 2
44 13 2
3
職場からのすすめ
41
①性別・②年齢
3
興味・関心があるから
20
31 5
講演を受講して満足している
説明や解説はわかりやすかった
資料・映像はわかりやすかった
講演のレベルは適切だった
知人・友人からのすすめ
セミナー参加回数
1
2
今回がはじめて １回受講している ２回以上受講している
30 10
③市町村名
タイトルが面白そうだったから
④授業の難易度
19
職業に活かすため 余暇の有効活用
9
その他
教養を高めるため
そう思
う
73%
少しそ
う思う
24%
あまり
そう思
わな
い
1%
無回
答
2%
説明や解説は
わかりやすかった
そう思
う
68%
少しそ
う思う
30%
無回
答
2%
資料・映像は
わかりやすかった
そう思
う
76%
少しそ
う思う
20%
無回
答
4%
講演のレベルは
適切だった
そう思
う
75%
少しそ
う思う
22%
無回
答
3%
講演を受講して
満足している
- 1 -
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Ｈ26まちなかセミナー(富山会場)受講生アンケート集計
⑤講演内容・資料
についての意見
深まった やや深まった あまり深まらなかった 深まらなかった 無回答
30 25 3 0 1
4 今後希望するテーマ・内容
5 意見・感想
　
アンケート回答件数： 59
アンケート配布件数： 68
アンケート回収率： 86.8%
3
⑥認識の変化
○薬物依存についての話は、知らなかった事が多く、良かった。
○飲酒や、睡眠薬のことなど、思い当たることがあり、参考になりました。
○文字の小さいスライドは見にくかったです。
○戸田先生も資料がほしかったです。
○もう少し、ゆっくりの説明が
○大変わかりやすくてとても良かったと思います。
○ニュースで脱法ドラッグと良く聞く機会がありましたが、くわしい情報が聞けて良かったです。
○薬物依存の現状や原因の説明を、よく研究していらっしゃいました。
○もう少しゆっくり話していただいた方が高齢者には聴きとりやすく理解が深まる。
○知識のない私でもわかりやすかったです。
○個人的には精神疾患に興味があります。
○今後も、タイムリーな話題をとりあげていただければと思います。
○米騒動、中世越中民衆史、富山の産業
○認知症、少しでも健康に老いる為の注意点
○マスコミで充分理解が得られない分野
○富山は安全なところではない。150～160年に土石流、液状化が発生している。火山もある。こ
の説明がほしい。
○身近な法律についての話を聴いてみたい。
○放射能（線）について
○新田先生の講演は非常にわかりやすいから、定期的にやって欲しい
○薬育、小・中・高教育現場での教育
○少子化のはどめ
○今回の続きを視点を換えてまた宜しく
○情報過多時代の適切な情報の使い方
○情報による個人・社会への影響（身体的、精神的etc）
○バリアフリー（手話、点字）は？又、介護は？
○薬物依存をなくすためには、最初の1回を、絶対しない事と、わかりました。いつもとても参考に
なり、感謝しています。
○大変参考になりました。ありがとうございました。
○駅からすぐの場所で、このセミナーの趣旨に沿っていて、参加しやすいように工夫されていると
思いました。
○テーマもとてもタイムリーなものだったと思います。
○新田先生のお話は、とてもわかりやすかったです。子供たちにもぜひ聞かせたい内容だとおも
いました。
○毎日、仕事と家事におわれてバタバタと時間が過ぎています。年に１度か２度でも大学の先生
から、直接お話をうかがえるというだけでも、生活に潤いが得られる様に思います。少しの時間で
も学生気分を味わって、心のリフレッシュができる様に思います。本来のセミナーの目的とは違う
と思いますが、こんな参加者もいます。土曜日も仕事の時があるので、次回はどうなるかわかりま
せんが、ぜひ参加したいです。ありがとうございました。
- 2 -
－ 118 －
－ 119 －
－ 120 －
ワークショップの概要  
 去る平成 26年 11 月 15 日、富山大学・生涯学習ワークショップ 2014「あなたの学びをそ
の先へ〜これからの学びをワークショップでデザインする〜」が開催された。議論の柱は、
①自己紹介と「現在の学び」の紹介、②今求められている講座の提案、③今の学びを「形」
にする、の３点を設定した。以下、各グループの発表内容（ビデオ撮影の記録による音声
おこし）、および各ワークで生み出された情報（付箋紙に記された内容）をもとにしたワー
クショップの概要になる。 
 
１．高齢者＝「幸」齢者！？ 
 
 ワークショップ参加者が生涯学習に積極的に取り組んでいる方々であることを反映して
いるせいかもしれないが、加齢ということに対しポジティブに受け止める意見がみられた。
これは、高齢者を「幸」齢者というふうに読み替える表現に端的に示されている。「人生百
歳まで現役であります、一生勉強であります」。様々な人生経験を積んでからの学びには、
若い世代にはない固有の活力があることを感じさせる。「生涯学習に卒業はない」と言い切
る力強い意見もみられた。 
 
２．地域に根ざす学び 
 
 参加者の中には、「地域を学ぶ講座がほしい」というローカルな学びの要求がある。「土
地の人の持っている知識を集めて、何らかの形にしたい」——生涯学習は地域社会を重要な
基盤としている。大学進学や「会社勤め」によって、いったん地域を離れる局面が訪れる
ことも多くあるだろう。しかし定年退職後、彼ら・彼女らは再び地域に帰っていくことに
なる。そこで、どういう形で地域に根ざした生き方が可能なのか、ということが問われて
くる。学びを介してローカルなネットワークにどう参入できるか、ということが課題とな
るのである。地域の生涯学習機関にはこうした課題解決が期待される。 
 
３．発表する場がほしい！ 
 
 生涯学習の実践は他者との関わりを広げていくことを促す。すなわち、学んだ内容を他
者に伝え、交流したいという気持ちにさせられることもある、ということである。「学ぶ→
学んだことを周りの人に還元する」「学んだことを職場仲間に広める責任を感じている」「シ
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ニア層が知っている歴史とか、地元にずっと伝承されている話とか、それを何とか若い世
代に伝えたい」というように、学びというものが本来的に開かれた関係性を促すものであ
る、ということも示されているのである。参加者からの要望として、学んだことの「発表」
の機会がほしい、という声があった。「講座なりで勉強するんですが、そういう風にして得
られた知識を、どこかで発表する場がぜひほしい」。 
 
４．大学を拠点とした生涯学習——学びの不完全燃焼をのりこえる 
 
 学びたい、学んだことを活かしたい、学んだことを誰かに伝えたい、これらの学び・そ
の発信のパワーはどこからあふれ出してくるのか。その一つの理由に、ワークショップ参
加者の多くが若い時代に十分に学ぶ機会を得ることができなかったのではないか、という
ことが考えられる。 
 いくつかの意見を拾ってみると、「バリケード世代に大学生活を送ったため学びに対して
不燃焼の気分だった」という声があった。それだけでなく、「２０代に学んだ内容と大きく
変化しているところがある」という知識状況の変化もあげられる。 
 そうした中、大学に対する期待は着実に高まっている。富山県は生涯学習県として知ら
れ、学びの機会が豊富な土地柄と言われるが、各生涯学習機関の横の連携が十分ではない、
という意見もあった。大学は、従来からの大学開放事業を推進し学びをサポートしていく
ことに加え、各種機関と手と手を取り合いながら、とりわけ彼ら・彼女らの学びをサポー
トし発表や語り合う場をどういう形で提供・実現できるかが問われている。 
 
 
－ 122 －
市民一般  どなたでも参加できます。【定員５０名】 
平成26年11月15日（土）13：00～16：00（受付12：30～13：00） 
富山大学 黒田講堂会議室 
11月7日（金） 
富山大学 地域連携推進機構 生涯学習部門 (社会貢献課 地域連携チーム) 
〒930-8555 富山市五福3190   
TEL:076-445-6956   FAX:076-445-6033 Mail:lifelong@ctg.u-toyama.ac.jp 
あなたの学びをその先へ 
－「これからの学び」をワークショップでデザインする－ 
主催：富山大学 地域連携推進機構生涯学習部門 
 富山県内では、富山大学、県民カレッジ、市民大学など、その他様々な場所で生涯学習活動が
展開されています。これまで富山大学は、「地域と共生する大学づくりのための全国縦断熟議2012
災害が起きたらどうする？」、および昨年は「おとなの学びをワークショップで語ろう！〜新しい公開
講座を考える〜」というワークショップを開催してきました。
 今回は、新しい講座のあり方を具体的に語り合いたいと思います。昨年参加された方は次の
ステップの語り合いへ、はじめて参加される方は新鮮なご提案をしていただき、
今年もまたワークショップを楽しんでいただければと考えております。
対象 
お申込みは、裏面の申込書を記入の上、直接持参、郵送、ＦＡＸ
またはＥメールにて下記へお申込みください。詳細は裏面をご覧
ください。申込締切り後、参加者の方には案内を郵送します。 
日時 
会場 
申込締切 
プログラム 12：30～13：00 受付 
13：00〜13：05 開会挨拶（地域連携推進機構長 丹羽 昇） 
13：05～13：35 趣旨説明等 
13：35～15：30 ワークショップ 
           ①自己紹介と「現在の学び」を紹介します 
           ②今求められる新しい講座について提案します  
           ③今の学びを「形」にしましょう 
          まとめ 
15：30～15：45 発表 
15：45～16：00 講評・閉会挨拶（学長 遠藤 俊郎） 
申込み・問合せ先 
富山大学・生涯学習ワークショップ2014  
【後援】富山県教育委員会、富山市教育委員会、高岡市教育委員会 
参加 
無料 
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 ≪会場案内≫富山大学五福キャンパス 黒田講堂会議室（富山市五福 3190） 
富山駅から市内電車で約 20分 大学前駅で下車 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※会場の駐車スペースが限られていますので、なるべく公共交通機関でお越しください。 
 
≪申込み方法≫ 
以下の参加申込書に必要事項をご記入の上、直接持参、郵送、ＦＡＸまたはＥメールにて 
お申込ください。申込締切り後、参加者の方には案内を郵送します。 
≪申込み先≫  
富山大学 地域連携推進機構 生涯学習部門 (社会貢献課 地域連携チーム) 
 〒930-8555 富山市五福 3190 
   TEL:076-445-6956   FAX:076-445-6033  Mail:lifelong@ctg.u-toyama.ac.jp 
------------------------------------------切り取り------------------------------------------------ 
※ご記入いただいた個人情報は、本事業以外に使用しません。 
あなたの学びをその先へ―「これからの学び」をワークショップでデザインする－
参加申込書  【申込締切 11 月 7 日(金)】 
ふりがな   
性 
別 男 ・ 女 
年 
齢 
 
氏   名 
  
住   所 
〒 
Ｔ Ｅ Ｌ 
  
メールアドレス 
生涯学習メールマガジンの配信を希望される方は、アドレスをご記入ください。 
１、今までに以下の講座を受講したことはありますか？あてはまるものに○を付けてください。 
富山大学公開講座、  富山大学オープン・クラス、  富山大学のその他講座 
富山県民生涯学習カレッジ、  富山市民大学  、その他(            ) 
２、それはどんな内容の講座ですか？   （記入例：中国語、テニス、合唱、郷土史） 
  
五福キャンパスの正門から
入って、すぐ右手の建物が
黒田講堂です 
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実　施　日 講　師 タ　イ　ト　ル 参加人数
1 平成26年6月8日(日) 次山　淳(富山大学 人文学部) 天平の絵馬を読み解く 41
2 平成26年6月22日(日) 川上　陽介(富山県立大学) 近世日本における中国笑話の受容について 40
3 平成26年7月20日(日) 水野　真理子(富山大学 医学部) 日系アメリカ人の文学活動―強制収容所における文学 51
4 平成26年8月3日(日) 近藤　周吾(富山高等専門学校) 文学にとって〈ふるさと〉とは何か―須山ユキヱ論― 43
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平成26年度高志の国文学館 文学講座　実施結果
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会員各位                                              ２０１４．６月．吉日 
    富山県中小企業家同友会 共育委員長  岸田 毅 富山県中小企業家同友会                           
経営者大学第１３期のご案内 
～幅広い学びを通して、経営者としての総合力を向上させることを目指そう！～ 
 2002年にスタートした経営者大学も１３期を迎えました。私たち中小企業が経営を維持発展させていくためには、社員を採用・教育し、その能力を主体的に発揮する仕組みや環境をつくることが大切です。 そのためには、経営者の力量を更にアップさせるだけでなく、経営理念を社員と共有して、社員がイキイキと働ける組織や風土に、会社を変革していくことが必要です。 第１３期は、「時代変化をどのように判断して、生きがい働きがいをもって働ける社風づくりのために社員とどう向き合い、自社の経営に生かしていくのか」の視点から内容を組み立てました。 講師には、富山大学のご協力による各分野のエキスパートに協力頂きました。 現在の経営環境を「全員経営」で打破していく！という視点で、これからの方向性や展望を考えるヒ ントと勇気が沸いてくる内容であると確信しております。  ぜひ、幹部の皆さんと一緒に参加ください。  経営者大学の目的：激動期を確かに生きるための知識を様々な角度から学び、これからの社会と経営の発展方向を洞察し、「共育」力を身につけます。                  《募 集 要 項》 
 ■対 象 経営者・後継者・幹部社員    ■期 間 8/22(金)、9/12(金)、9/26(金)、10/15(水)、10/29(水)全５講  ＊４講以上出席者には、修了証授与 ■会 場 富山大学 共通教育棟（申込者には案内図送付） ■時 間 １８：００～２１：００ 時間厳守！！                              ■内 容 カリキュラムは裏面参照  ＜主な進め方＞ 講義＋グループ討論＋補足講義が基本ですが、内容によっては異なります。 ■定 員 ３０名    ※対象：経営者、後継者、幹部社員 ■受講料 会員企業一人１５、０００円（同一企業で複数参加の場合は、２人目からは６、０００円） 会員外企業一人20、000円） ＊単講受講、１回４、０００円  ■申し込み ＦＡＸ：０７６-４５２－６１１６  ＴＥＬ：０７６－４５２－６００６ 主 催：富山県中小企業家同友会 共育委員会  共 催：富山大学地域連携推進機構生涯学習部門                  切    り    取    り    線                              
経営者大学 第１３期 参加申込書          会社名 
  参加者氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）  役  職 年  齢  単講受講希望の場合は講座番号記入   １        ２        ３      
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第１３期経営者大学＜カリキュラム＞    日時・講師 テーマ・学ぶポイント  第  １  講 
８月２２日(金)  
講師 小助川貞次 氏 富山大学 人文学部 教授    
「若者の現状～思考と行動」 世代差はどの時代にあっても存在するので、どうやって埋めたり近づけたりしたらよいのかということは永遠の課題です。 むしろ、この世代差こそが次世代を 作っていく原動力なのだとも言えます。世代差を無理に埋めようとせずに、「理解できない不思議な存在であることはお互い様だ」と考えてしまう方が楽かもしれません。私たちオトナ世代はやがて年老いて行き、ワカイ世代に席を譲らなければならないのですから。重要なことは、若者の特性を知ることだけではなく、私たち中高年の特性をどうやって理解してもらうのか、ということに尽きると思います。「ナイス・ミドル」という自負は、単なる傲慢さかもしれません。 以上 の認識のもとに、大学での授業を通して感じてきたことを、分析を加えながらお話しし、受講者のみなさんが「そうなんだ！」と納得できるところに着地したいと思います。 
 第  ２  講  
９月１２日(金) 
講師 福島洋樹氏 富山大学 人間発達科学部 准教授 
「行動を導くー脳の認知と行動分析」 
社員ひとりひとりの【行動】の集積が企業活動そのものです。ある物事に対して【脳】が意味づけ（認知）をし、それにより【心】に感情が生まれ、その感情に則して【行動】がアウトプットされます。望ましい【行動】を導くには、まずは物事に対する【脳】の意味づけ（認知）をコントロールするトレーニングが必要です。 また、「ある【行動】が今後も繰り返されるか、それともしなくなってしまうかは、その【行動】をした【直後】に何が起こるかで決まります（B・F・スキナ ：ー心理学者）」。ある【行動】に問題がある場合、その原因を分析することで、解決につながる可能性も広がります。 
 
 第  ３  講 
９月２６日(金） 
講師 黒川光流氏  富山大学 人文学部 准教授 
「リーダーシップを育む」 部下の自律性を引き出し、職場を活性化させるために、リーダーには部下に効果的に指示を出すことが求められます。また、職場を維持・発展させていくためには、次世代のリーダーを育てることも必要です。 しかし最近では、職場を取り巻く環境だけでなく、人までもが変化してきていると言われており、従来のやり方だけでは十分ではないと感じることもあるでしょう。 リーダーとして部下の上に立ち、指示するという視点だけでなく、部下を下から支え、導くという視点が必要になってきているのです。 そこで、自らのリーダーシップを育み、さらには次世代のリーダーシップを育むために必要なリーダーの視点について考えます。 
 第  ４  講  
10月１５日(水) 
講師 内田康郎 氏 
富山大学 経済学部 教授 
「真の強み」を把握する① 
「自社の真の強みは何か」。これを正確に把握できている企業はどのくらいあるでしょうか。 中には、単なる個性を「強み」と捉えている企業も少なくありません。もちろん、企業にとって個性は重要ですが、真の意味での強みとはその企業にしか持ち得ない優位性を意味します。そして、その意味での強みを活かしながら事業計画が立てられないといけません。  今年は、この「強み」について２回にわたってじっくり検討していきたいと思います。ケーススタディを通じ、深い議論をしていきましょう。 
 第  ５  講 
10月２９日(水) 
講師 内田康郎 氏 富山大学 経済学部 教授 
「真の強み」を把握する② 
第４講に引き続き、さらに深めて議論します ～ 連続の受講をお勧めします！！ 
 
 
  
－ 133 －
－ 134 －
－ 135 －
災害時、
ハブ機能を
持つ大学
市民の
災害意
識向上
学びの広
がり
ワークショップに参加しよう！ 
〜参加・参画型学習に向けて〜 
★ワークショップとは：講義など一方的な
知識伝達のスタイルではなく、自ら参
加・参画するもの。
★共同で何かを学びあったり創り出した
りする学びの「型」。
★人間の学びは知識を受け取るだけで
はなく、能動的に知識・技術へのアプ
ローチができる！
そして、大学は・・・
 絶え間なく進化する知識・技術の世
界を的確にとらえ、それを普及させ
ていく使命を持つ。
 市民の学習ニーズをふまえた形の
ワークショップが提供される。
ワークショップへ向けて 災害が起きたらどうなる？／どうする？2012 
おとなの学びを語る2013 
★東日本大震災以後、暮らしの安全・安心についての関心が
高まっている。「座学」などの一方的なコミュニケーションとは
違った、それぞれの関心に沿った学習が必要となる。
★２つのワークショップ：①「災害が起きたらどうなる？」では、
大災害に対しどのような対策・備えが必要なのか、ということを
焦点に議論をおこなった。引き続き、
②「どうする？」では、具体
的なシミュレーションに基
づき、避難場所の確保
をはじめとした「動き
方」を考える機会を
提供した。
★今後の学びの
「広がり」も期待される。
ワークショップを通じて地域と共に歩む 
★二つの減災・防災に関するワークショップをふまえ、生涯学習
実践者むけの取り組みをおこなった。
★ワークショップでお互いの学びの「語り」を展開。自分の追究し
ている学びを語り合い、創造性や発見の豊かな集いとした。
★おとなの学びについて交わされた意見 
 他との関わりが必要であるということが見えてきた。フェイス・トゥ・
フェイス、顔の見える交流をしましょう。
 一人で学びっぱなりしに
るのではなく、学んだこと
を実践していく場が欲しい。
 「ＯＢ会」など、学びの
サポート体制のしくみが
重要である。
あなたの学びをその先へ2014 
★次回ワークショップは、
2014年11月15日（土） 
に開催予定です！
 このワークショップでは、「新しい公
開講座」について考えます。①現在
学んでいること、②今求められてい
る講座について、③生涯学習ボラ
ンティアの可能性、について、大い
に語り合います。
 今よりもステップアップした生涯学
習環境づくりを推進しましょう。
【コラボフェスタ2014ポスター発表】
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平成２６年度講師等紹介実績一覧 平成27年2月12日現在
No. 依頼者 企画名等 開催日 紹介者　氏名 所　属
1 高志の国文学館 高志の国文学館文学講座（大学連携シリーズ） H26.6.8 次山　　淳 人文学部
2 高志の国文学館 高志の国文学館文学講座（大学連携シリーズ） H26.7.20 水野　真理子 医学部
3 富山県民生涯学習カレッジ 高志の国文学専門講座「活用実践コース」　第1回 H26.9.23 藤田　公仁子 生涯学習部門
4 富山県民生涯学習カレッジ 高志の国文学専門講座「活用実践コース」　第2回 H26.10.1 水野　真理子 医学部
5 富山県民生涯学習カレッジ 高志の国文学専門講座「活用実践コース」　第6回 H26.11.12 藤田　公仁子 生涯学習部門
6 石川県野々市市立図書館 平成26年度野々市市図書館ボランティア養成講座 H26.6.14 藤田　公仁子 生涯学習部門
7 富山県社会福祉協議会富山県いきいき長寿センター 平成26年度富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座　第1回 H26.6.19H26.6.26 黒田　敏 附属病院
8 富山県社会福祉協議会富山県いきいき長寿センター 平成26年度富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座　第2回 H26.6.12H26.7.10 牧野　輝彦 附属病院
9 富山県社会福祉協議会富山県いきいき長寿センター 平成26年度富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座　第4回 H26.8.1H26.7.28 高倉　文匡 附属病院
10 富山県社会福祉協議会富山県いきいき長寿センター 平成26年度富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座　第7回 H26.9.11H26.9.1 供田　文宏 附属病院
11 石川県立生涯学習センター 平成26年度石川県公民館職員専門研修及び基礎研修 H26.6.26H26.7.17 藤田　公仁子 生涯学習部門
12 射水市 富山大学連携講座家庭教育支援講座　第1回 H26.7.12 久保田　真功 人間発達科学部
13 射水市 富山大学連携講座家庭教育支援講座　第2回 H26.10.4 稲寺　秀邦 大学院医学薬学研究部
14 富山県教育委員会生涯学習・文化財室 平成26年度第1回社会教育主事等研修会 H26.7.3 藤田　公仁子 生涯学習部門
15 岐阜県吉城高等学校 第21回現代フォーラム H26.7.18 栗田　佳泰 経済学部
16 弘前市教育委員会 平成26年度第1回公民館関係職員研修会 H26.7.18 藤田　公仁子 生涯学習部門
17 金沢大学地域連携推進センター 平成26年度金沢大学社会教育主事講習 H26.7.31 藤田　公仁子 生涯学習部門
18 富山県中小企業家同友会 経営者大学第13期　第1回 H26.8.22 小助川　貞次 人文学部
19 富山県中小企業家同友会 経営者大学第13期　第2回 H26.9.12 福島　洋樹 人間発達科学部
20 北陸銀行 北陸銀行高岡広小路支店親睦会主催講演会 H26.9.24 青木　一真 大学院理工学研究部
21 富山県中小企業家同友会 経営者大学第13期　第3回 H26.9.26 黒川　光流 人文学部
22 富山県中小企業家同友会 経営者大学第13期　第4、5回 H26.10.15H26.10.29 内田　康郎 経済学部
23 氷見市教育委員会 いじめ防止に関する研修会 H26.10.15 下田　芳幸 人間発達科学部
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No. 依頼者 企画名等 開催日 紹介者　氏名 所　属
24 氷見市教育委員会 いじめから子どもを守ろう！氷見市民大会 H26.11.8 久保田　真功 人間発達科学部
25 高岡市立高陵高校 平成26年度　第3回校内研修会 H26.11.4 松本　謙一 人間発達科学部
26 石川県立生涯学習センター 平成26年度金沢教育事務所管内生涯学習研修会 H26.11.7 藤田　公仁子 生涯学習部門
27 企業組合労協センター事業団（ワーカーズコープ） 協同集会in北陸 H26.11.9 藤田　公仁子 生涯学習部門
28 ワーカーズコープセンター事業団北陸信越事業本部 北陸信越事業本部1・2・3　集会 H26.12.7 藤田　公仁子 生涯学習部門
29 石川県野々市市教育委員会 新図書館を考えるフォーラム H26.12.20 藤田　公仁子 生涯学習部門
30 北陸銀行 北陸銀行新湊エリア親睦会主催講演会 H27.1.22 内田　康郎 経済学部
31 富山県公民館連合会 平成26年度富山県公民館主事・指導員等研修会 H27.2.20 藤田　公仁子 生涯学習部門
32 立山町教育委員会 たてやま町民カレッジ2014修了記念講演 H27.2.21 大西　宏治 人文学部
33 富山歯科総合学院 「SNSの機能とマナー」特別講演 H27.3.4 長谷川　春生 人間発達科学部
34 富山県農林水産部森林政策課 フォレストリーダースキルアップ研修 H27.3.8 中村　省吾 理学部
35 高岡市教育委員会生涯学習課 高岡市生涯学習センター講座 H27.6～8 中井　精一 人文学部
36 石川県教育委員会 小松管内生涯学習研究会 H26.11.20 水上　義行 富山国際大学
37 金山小学校 教養講座 H27.2.6 稗苗　智恵子 富山短期大学
生涯学習部門教員生涯学習相談一覧 平成27年2月12日現在No. 123
相談者石川県かほく市教育委員会「地域づくり人材育成講座」秋田県生涯学習センター　地域活性化プログラム射水市金山コミュニティーセンター
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公民館用広報ちらし 
お気軽にお問い合わせください！
【お問合せ先】
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門
専任教員
藤田公仁子 TEL/FAX:076-445-6958
Mail:kunikof@ctg.u-toyama.ac.jp
仲嶺 政光 TEL:076-445-6959 FAX: 076-445-6033
Mail:nakamine@ctg.u-toyama.ac.jp
※不在の場合は、FAX・Mailにてご連絡いただくか、
生涯学習部門窓口(地域連携チーム076-445-6956)へご連絡ください。
富山大学は、公民館を応援します！
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門では、生涯学習・大学開放に関する各種相談事業を行っています。
①公民館の事業・企画プログラムのご相談に応じます。②公民館事業へ富山大学の教員をご紹介します。③公民館の仕事へ携わる人々の研修に応じます。④地域で活躍するボランティア養成講座、研修会などに応じます。⑤地域・生活課題等に即したテーマのご相談に応じます。⑥ワークショップ、熟議、参加型講座のご相談に応じます。
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教育委員会用広報ちらし 
お気軽にお問い合わせください！
【お問合せ先】
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門
専任教員
藤田公仁子 TEL/FAX:076-445-6958
Mail:kunikof@ctg.u-toyama.ac.jp
仲嶺 政光 TEL:076-445-6959 FAX: 076-445-6033
Mail:nakamine@ctg.u-toyama.ac.jp
※不在の場合は、FAX・Mailにてご連絡いただくか、
生涯学習部門窓口(地域連携チーム076-445-6956)へご連絡ください。
富山大学は、生涯学習を応援します！
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門では、生涯学習・大学開放に関する各種相談事業を行っています。
①生涯学習の事業・企画プログラムのご相談に応じます。②生涯学習事業へ富山大学の教員をご紹介します。③自治体職員の研修（人材育成）に応じます。④地域で活躍するボランティア養成講座、研修会などに応じます。⑤地域・生活課題等に即したテーマのご相談に応じます。⑥ワークショップ、地域と連携した公開講座のご相談に応じます。
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•
生涯
学習
・社会
教育
分野
の研
究
ズ
ズ
•
地域
の活
動の
場づ
くり現代
社会
にお
ける
学び
直しと
将来
的な
人材
育成
現代
社会
にお
ける
学び
直しと
将来
的な
人材
育成
★ライ
フステ
ージ
に対
応した
生涯
学習
を展
開
学生
の生
涯学
習支
援･･
････ボ
ランテ
ィアや
地域
活動
、エン
プロイ
アビリ
ティを
意識
した講
座の
開講
シニア
世代
･････
･昼間
時間
帯に
、シニ
ア世
代に
合致
した内
容の
公開
講座
を開講
現役
世代
・子育
て世
代･･
････ビ
ジネス
に関
連した
講座
、子育
て・親
学び
に関
する講
座を開
講
地域
の人
材育
成･･
････社
会教
育の
専門
職員
に対
する専
門講
座（リ
ーダ
ー育
成な
ど）
地域
教育
･････
･ボラ
ンティ
ア、ふ
るさと
学習
、「と
やま
学」に
関連
した講
座の
開講
目標
：地域
の生
涯学
習の
拠点
学習
者 発掘
生涯
学習
機会
の提
供
活動
の場 を還
元
それ
ぞれ
の人
材育
成活
動の
中で
知的
循環
型サ
イクル
の
実現
•
次年
度公
開講
座の
コンテ
ンツ開
発
•
生涯
学習
プログ
ラムの
開発
及び
その
ス
テップ
アップ
版の
開発
•
地域
(
自治
体)と
の連
携プ
ログラ
ム構
築
•
高齢
社会
に対
応した
プログ
ラムの
構築
•
講演
会等
講師
の新
規開
拓
•
広報
戦略
全般
•
Ｗｅｂ
等、メ
ディア
活用
•
ＰＲイ
ベント
の企
画
•
市民
参画
型講
座実
施→
ネット
ワー
ク
の活
用
•
生涯
学習
「応援
隊」の
組織
化
•
地域
のニ
ーズ
と大学
のシ
ーズ
の調
査
分析
•
生涯
学習
に関
する情
報収
集
•
新しい
受講
者獲
得
•
学内
及び
地域
との新
たなネ
ットワ
ー
ク構築
、交流
、還元
•
社会
教育
関係
専門
職員
の研
修
•
生涯
学習
相談
大学
開放
事
業の
拠点
教育 研究 大学
開放
事
業コ
ンテン
ツ
の開
発
広報 企画
生涯
学習
部門
4
本柱
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平成
2
6
年度
生涯
学習
部門
の活
動状
況
・公開
講座
【71講
座】
・オー
プン・
クラス
（公開
授業
）【81
5
科目
】
・経営
者大
学（中
小企
業同
友会
との連
携）
・いき
いき長
寿大
学
（富山
県社
会福
祉協
議会
との連
携）
・社会
教育
関係
職員
の研
修等
・高大
連携 （小杉
高校
のオ
ープン
・クラ
スへ
の参
加）
・自治
体との
連携
講座
学習
機会
の提
供
生涯
学習
ニ
ズの
把握
あな
たの
学び
をその
先へ
－「こ
れか
らの学
び」を
ワー
クショ
ップで
デザ
インす
る－
日時
：平成
2
6
年11
月15
日（土
）
参加
者数
：48名
・市民
参加
参画
型
・県民
カレッ
ジ、富
山市
市民
学習
センタ
ー、
各教
育委
員会
との連
携
生涯
学習
ワー
クショ
ップ
プ
プ
▶多種
多様
な公
開講
座の
プログ
ラム開
発
▶富山
大学
生涯
学習
セミナ
ー
への
取り組
み
▶生涯
学習
応援
隊（仮
称）
への
準備
学習
発表
会（仮
称）
向け
た
次年
度へ
向け
て
の取
り組み
・各種
アンケ
ート調
査実
施
・生 涯
学習
ワー
クショ
ップの
開催
・他の
生涯
学習
機関
と連携
しなが
ら
多種
多様
なニー
ズの
把握
生涯
学習
ニー
ズの
把握
・講師
紹介
事業
・大学
のシ
ーズ
と地域
の生
涯学
習ニ
ーズ
のマ
ッチン
グ
・受講
生か
らの生
涯学
習相
談
・地域
（自治
体等
）から
の生
涯学
習相
談
相談
事業
・ステ
ップア
ップし
たい
…
・学ん
だこと
を誰か
に伝
えたい
…
・参加
参画
型の
学び
がな
い…
・ボラ
ンティ
アに参
加した
い…
・学習
者同
士の
つな
がりが
欲しい
…
（ネッ
トワー
ク化）
▶学習
発表
会（仮
称）へ
向け
た
取り組
み
▶各種
大学
開放
事業
への
取り組
み
地域
の生
涯学
習
の拠
点へ
